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令和８年７月２５日

相模原市立あじさい会館

鎮魂のモニュメントについて

・津久井やまゆり園事件で命を奪われた利用者への「鎮魂」

・事件を風化させないための「後世へのメッセージ」

・偏見や差別のない、ともに生きる社会を目指す「誓い」

コンセプト

＜水鏡＞

・月に一度の月命日に器が水で満たされる大きな「水鏡」

・器の底面に彫り込まれた「ともに生きる社会かながわ憲章」

・水鏡のまわりから流れ落ちる「19 本の水」

＜献花台＞

・献花台に彫り込まれた
  「やまゆりの花」

＜鎮魂の碑＞

・事件の概要や、二度とこのような
  事件を起こさせないという誓いを
  記した碑
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津久井やまゆり園における献花

日時　令和８年 7 月２６日（日）午前 10 時～午後６時（献花受付）

場所 津久井やまゆり園  鎮魂のモニュメント
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ＪＲ相模湖駅からバスで「津久井やまゆり園前」下車
※駐車場あり



津久井やまゆり園事件追悼式 次第

開式の辞

式辞

黙祷

追悼の辞

ともに生きる社会かながわ憲章 朗読

閉式の辞

献花

日時　令和８年 7 月 2５日（土）午後 1 時 30 分

場所　相模原市立あじさい会館

式典終了後、順次、会場内の献花台にて献花を行っていただきます。
しきてんしゅうりょうご

※献花用のお花をご用意しております。
け ん か よ う はな よ う い

じゅんじ かいじょうない けんかだい けんか おこな

＜式壇について＞
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式壇中央には、津久井やまゆり園利用者の方々が
哀悼の意を込めて折紙で折った
19 色の「やまゆり」の花束と
19 の故人を偲んで描いた絵を添えております。
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＜献花の流れ＞
けんか なが

献花受渡しスタッフから

献花を両手で受け取り、

献花台正面へ進みます。

けんか うけわた す た っ ふ

けんか りょうて と

けんかだいしょうめん すす

う

献花台の前で、一礼後、

花を手前（自分の方）へ向け、

献花台にたむけます。 
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献花台に

花をたむけたら、

一礼し退出します。
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